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論集第王勢（1989年）

国内の雑誌等に発表されたスペイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その1）

ン語学に関する文献

出 口 厚 実

E簸sayo（至e　u簸a　bi董）1io9τaffa　de匪os　est臓dios　l量鍛9貢fsticos　sobre　el　espa負01

　　　　　　　　　　　　p腱b蕪cad◎s　e簸Jap6無desde　1952　hasta王988

Atsumi　1）EGUCHI

　　　Es　u韮hecho，　aunque　sea　p◎co　co無◎cido　f疑era　de　los　espec三a賎stas童nteresados，　que　en

正＆s疲1ti騰as　d6cadas　ha＆parec童do　e無este　pafs　un　i礁P◎rta膿e磁組ero　de　trabajQs　sobre亙a

ling麺istica　espafi◎1a　e獄sus　divers◎s　aspect◎s．　Si職e瓢bargo　no　existe　hasta　el　m◎mento

漉gu無a　obra　bib圭童ografica　ded童cada　a　esta　disc圭Pli難a．　La　prese難£e　Hs£a　es　u簸e簸sayo　que

i鍛tenta　Ile！｝ar　e薮　茎）arte　dicha　lagu隷a　para　que　sirva　de　pu無to　de　partida　hacia　una

bib韮◎grafia　m衰S　cOmpleta　y　de　mayOr　alCanCe．
　　　　　　　る

　　　｝玉e職os　reu錘d◎y童亘c1登ido¢n　la鵬ed圭da　de　I◎pos玉b玉e£odos　los　es£udi◎s　re互acio鷺ad◎s

al　te磁a　que　hayan　s童do　pub韮cados　e嶽星as　rev圭stas　o　pub1圭cac至o蔽es　d疑ra無£e　el　perfod◎entre

1952y1988，　except◎aque韮◎s　rea1圭zado＄co無負無alidad　de　materia蓋de　la　e難se薮anza．　Esto

si餌倉ca　q鵬鍛os　abstene組os　de　aplicaf　pa嚥s　selec£ivas　a星determi韮ar　si　se　debe　dar

acogida　o難o　a　un　estudio　par£三cu茎ar，

　　　EI　coRtenid◎，　757　titulos　e簸　to£al，　se　c玉asif圭ca　e鳳　壼as　catorce　secci◎獄es　abajo

especi負cadas，　algunas　de　las　c照圭cs　se　dividen　en　ram◎s・menores．副crker圭o　seg疑ido　para

establecer　las　ca£eg◎r｛as　no　es　estr童c£o　sin◎pr氏ctico　y　provisional　e鳳Vista　de郵aci益tar呈a

c◎ns縁lta．　Cada　e難tra（韮a　es頴c◎mpuesta　de簸田鷺eraci6難，　autor，　a員o　pubHcad◎，　tftu三◎，

nombre　de　la　publicaci6n，　n貢mero　o　volumen　y豆as　p衰ginas．

　　　Es£a　bib1呈ograffa　tamb圭的pr◎p◎rcio簸a　al伽al　de　la　lis£a短dlces　A（de　a装t◎res）yB

（de　temas，　palabras，　pafses）．
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序

　わが国におけるスペイン語学に関する研究が，近年，着実に増加してきていることは大変喜ぽし

いことである。日本のスペイン語研究老の活動は今後も～層盛んになり，内外の機関紙等に発表さ

れる成果は増大し，その対象分野もますます多岐に及ぶだろうと予想される。しかし，残念なが
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ら，これらの文献情報を一覧できるデータベースが存在しなかった。単行本として出版されるもの

は数が少ない上に，大学・研究機関の図書カードや既存の検索システムで探し出すことが容易であ

る。また海外の学術雑誌などに掲載された論文は，いくつかの書誌情報が定期的に報告される飽，

総合的な蹟録も利用可能であるので，これらを頼りに調べられる。ところが，量的に最大の部分を

占める，国内の雑誌・紀要・論集etc．に含まれるスペイン語学の資料をまとめて検索する手段がな

く，不便を感じていた。

　このような空白を壇めようとする融勺でリス5の作成を思い立ったのが1988年の蔓であった。未

発蓑の試行版（1）を手がかりに，翌年3月にようやく暫定版の9録（2＞が完成し，この＝ピーとフロ

ッピーディスクを，関西及び東京スペイン語学研究会の関係者を中心に配布して，資料の訂正・追

加について協力を仰いだ。1989年の7月にも再度，修正原稿（3）のチ＝ックをこれらの方々にお願

いした。寄ぜられた資料と，編者自身のその後の再校正と増補を合わせて出来上がったのが以下の

文献羅録である。

自録の内容と構成

　本昌録は，1952年から1988年までに日本国内で刊行された雑誌・紀要・論集・研究報告等に所載の，

スペイン語言語学に関する論文・研究ノー5・解説・翻訳・文献昌録を対象とし，合計757点の書誌

データを収めている。

　1つのデータ毎に，整理番号，著老名，（発表年），「題名」，掲載誌名，巻号，所載ページ，がこ

の順序で与えられている。

　資料を調べる場合，テーマによる探索が最も利周度が高いと考えられるので，内容分類を主軸と

して，下記の14カテゴリーと，若干の下位区分を設けた。適轟な大きさにグルーピングすることを

優先した便宜的な分類法なので，多くの研究成果が集中する分野は細分化され，逆に文献が疎らな

領域は糧いという不均衡がある。

分類項艮一覧

1
9
ρ
3
4

文法論

音声・音韻

形態

統語・意味

a）限定詞・名詞

b）代名詞

c）前｛置詞

d）主語・語順
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だ
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1◎．

11．

12．

13．

14．

e）再帰文

f）叙法

9）時制樒

h）動詞

i）その飽

語彙

計量・統計

歴史

a）音韻

b）形態

c）統語・意味

d）語彙・その他

地域変異

a）半島・全般

b）中南米

c）その他

社会変異・言謡接触

頬照

a）獄マンス語

b）日本認

c）英語・その他

教育

a）概論

b）教授法

その他

翻訳

書誌・文獣目録

　各文献データは最も適切と愚われる分類項霞の下に1度だけ記載される。同一の（下位）項扇内で

は各データは発表年の昇碩に，固じ年号では著者名のA－Z顕に配列した。

　欧文のタイトルは記事が欧文で書かれていることを示すが，その場合でもB本人の著者名は邦文

で衷記してある。インデックス上で同一人に統一する便を考慮したからである。

　宋尾に2つの索引を付した。著者名索引は，50音一アルファベット順に配列され，著者名毎に該

当するデータ番号を列挙した。事項索引では分野分類名以外で主題要素となり得るものをタイトル

玉22
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中の語から選び，これを索引語として，文献番号を引き墨せるように編成した。

註

1）拙稿暫定版［ver．0．99／1989．3．2］の土台となったのは，大阪外大イスパ・・ア語学科生広野知永子鴛が玉984年

　度卒業論文として提出したリスト（文献数410点）と，それに基づいて増補を加えてワープロ文書化した，

　同大学狂部卒業生G987年）の由燦千佐子霜の作成した昌録（記載点数560）である。これらには，カタμニ

　ア語・ガVシア語に関する資料の1部が含まれていたが，暫定版や本霞録では削除されている。また，教

　材，数行足らずの口頭発表要旨，1ページに満たない囲み詑事，ごく短い雑談的記事などで，今園の寂録

　の対象から外したものがある。

2）出口厚実「日本の逐次禰行物等に発表されたスペイン語学に関する文献（1948－1988）」ver．0．99／1989．3．2

3）出口厚実ヂわが国の雑誌等に発表されたスペイン語学に関する文献（1952－1988）」ver．　LO／1989．7．20，周ver．1。

　　i／玉989．7．25

　＊暫定版ver。　G．99／LG／1．1の編纂過程で多くの方々から様々な御協力を頂いた。特に上瞬博人，江沢照美，

堀田英炎各既は多くの追舶データと訂正箇所を御教示下さった。この場を借りてすべての関係諸氏にお礼を申

し上げたい。

国内の雑誌等に発表されたスペイン語学に関する文献

（1952－1988）

こその1］

1989．9．IO　出　目　厚　実
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1原

2島岡

3原

4原
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